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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や雇用情勢が改善し、景気は緩やかな回復基調で

ありましたが、消費税増税による駆け込み需要の反動減や夏場の天候不順の影響により、持ち直しが鈍く、先行き

は不透明な状況にあります。

当社におきましては、原油価格や為替の変動による業績への影響が不透明な中、夏場のピーク時に台風が襲来し、

船舶の欠航が相次ぐなど、天候不順の影響を大きく受け、厳しい経営環境となりました。

このような状況の下、当社グループは引き続き、昨年１０月の伊豆大島台風災害からの復興に全社を挙げて取り

組みました。旅客部門は、第１四半期は大島の最大イベント「椿まつり」のＰＲ活動や企画商品の販売など集客活

動を強化しました。第２四半期では新造船「橘丸」の就航やジェットフォイルの新たな臨時航路の拡大による旅客

の獲得に取り組みました。また、最多客期である第３四半期は新造船「橘丸」の速力を生かしたダイヤ編成、ジェ

ットフォイルの企画商品の販売強化、「東京湾納涼船」の集客活動に取り組みました。一方、貨物部門は、公共工事

関連の輸送が減少する中、行政と連携して大島の復興関連資材および災害廃棄物の輸送にあたりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高９２億５千３百万円（前年同期８９億２千万円）、営業利

益は５億８百万円（前年同期営業利益４億３千９百万円）、経常利益は５億８千６百万円（前年同期経常利益３億４

千６百万円）となりました。なお、経常利益の増加は、前年同期は持分法適用関連会社における訴訟の解決に伴う

臨時損失があったことによります。これに特別損益と税金費用などを計上した後の四半期純利益は３億４千９百万

円（前年同期純利益１億４千６百万円）となりました。

　
セグメントの業績は、次のとおりであります。

《海運関連事業》

主力である海運関連事業の旅客部門は、第１四半期は大島の最大イベント「椿まつり」において、大島町と連携

してＰＲ活動の拡大を図るとともに、東京都の復興支援事業「運賃補助（キャッシュバック）」の告知を強化し、さ

らに「復興応援プラン」の商品を造成して集客に努めましたが、募集団体など団体客は低調に推移しました。第２

四半期では新造船「橘丸」の就航やジェットフォイルの新たな臨時航路の拡大による旅客の獲得に取り組みました。

また、第３四半期は新造船「橘丸」の速力を生かしたダイヤ編成、ジェットフォイルの企画商品の販売強化、期間

を延長した「東京湾納涼船」など集客は好調に推移しました。しかしながら、最ピークであるお盆休みに台風の襲

来があったことなどにより旅客数は伸び悩み、全航路の旅客数は６５万７千人（前年同期６９万８千人）となりま

した。一方、貨物部門は、各島の公共工事関連の輸送は低調に推移しましたが、大島の復興関連資材および災害廃

棄物の輸送に注力した結果、貨物取扱量は全島で２７万６千トン（前年同期２３万５千トン）と大幅な増加となり

ました。

この結果、当事業の売上高は７０億８千７百万円（前年同期６７億６千９百万円）、営業利益は８億８千９百万円

（前年同期営業利益７億５千６百万円）となりました。

　

《商事料飲事業》

当事業の中心となる商事部門は、島嶼向けのセメントおよび燃料油の販売が好調に推移し、また料飲部門でも

「東京湾納涼船」の乗船客数が伸びたことにより、当事業の売上高は１２億２千４百万円（前年同期１１億５千１百

万円）となりました。一方、原油価格の上昇による燃料油仕入費用の増加があり、営業利益は７千１百万円（前年

同期営業利益７千３百万円）となりました。

　

《レストラン事業》

東京湾周遊のレストランシップ事業は、「就航２５周年記念プラン」を造成し販売を強化した結果、集客は好調に

推移し、全クルーズでの利用客数は８万４千人（前年同期７万９千人）となりました。また、個人客の平均単価の

上昇もあり、当事業の売上高は７億７千６百万円（前年同期７億１千４百万円）となりました。しかしながら、費

用面で船舶の維持整備費用などの増加があり、営業利益は１千５百万円（前年同期営業利益１千９百万円）となり

ました。

決算短信 （宝印刷）  2014年11月11日 11時41分 2ページ （Tess 1.40 20131220_01）

k-horiguchi2
東海ロゴ




東海汽船株式会社(9173) 平成26年12月期 第３四半期決算短信

3

《ホテル事業》

大島温泉ホテル事業は、昨年の台風災害後、観光客の減少が続き、「椿まつり」においても団体客を中心に利用客

が大幅に減少しました。夏場には「ファミリープラン」などの企画商品の販売を強化し集客に努めましたが、台風

の襲来で利用客が伸び悩み、当事業の売上高は１億７千８百万円（前年同期２億４千万円）、営業損失は７百万円

（前年同期営業利益１千８百万円）となりました。

《旅客自動車運送事業》

当事業の中心となる大島島内におけるバス部門は、昨年の台風災害後、観光客の減少が続き、「椿まつり」の団体

客も大幅に減少しました。夏場には「フリーきっぷ」「ナイトバス」などの企画商品を販売し集客に努めましたが、

台風の襲来で利用客が伸び悩み、当事業の売上高は１億８千７百万円（前年同期２億１千２百万円）、費用面では車

両整備費用の増加があり、営業損失は１千５百万円（前年同期営業利益１千万円）となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

（資産、負債および純資産の状況）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は１５１億７千５百万円となり、前連結会計年度末に比べ２０億１百万円

増加しました。その主な要因は、新造船「橘丸」や代替船として整備中のジェットフォイル１隻の取得などにより

有形固定資産が１０億９千４百万円、最多客期を迎え、現金及び預金などの流動資産が８億６千７百万円それぞれ

増加したことなどによるものです。

負債は１０８億１千５百万円となり、前連結会計年度末に比べ１６億６千万円増加しました。その主な要因は、

新造船「橘丸」およびジェットフォイル１隻の代替船の取得資金など借入金が１４億３千２百万円増加したことな

どによるものです。

純資産は４３億５千９百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億４千万円増加しました。その主な要因は、利

益剰余金が３億５百万円増加したことなどによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成２６年１２月期の業績予想につきましては、平成２６年８月７日公表の数値に変更ありません。

　

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

（４）追加情報

（法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正）

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）が平成26年３月31日に公布され、平成26年４月１日

以後に開始する連結会計年度から復興特別法人税が課されないこととなりました。これに伴い、当連結会計年度の

繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用した法定実効税率は、平成27年１月１日に開始する連結会計年度に解

消が見込まれる一時差異について、前連結会計年度の38.0％から35.6％に変更されております。

なお、この税率変更による金額の修正は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,308 3,173

受取手形及び営業未収金 1,272 1,151

商品及び製品 63 62

原材料及び貯蔵品 242 285

繰延税金資産 11 62

その他 287 317

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 4,184 5,051

固定資産

有形固定資産

船舶 13,581 15,718

減価償却累計額 △11,272 △9,107

船舶（純額） 2,308 6,610

建物及び構築物 1,289 1,380

減価償却累計額 △991 △987

建物及び構築物（純額） 297 393

土地 302 302

建設仮勘定 3,945 588

その他 1,273 1,344

減価償却累計額 △1,087 △1,104

その他（純額） 186 239

有形固定資産合計 7,040 8,134

無形固定資産 154 148

投資その他の資産

投資有価証券 1,189 1,273

繰延税金資産 456 427

その他 252 231

貸倒引当金 △104 △91

投資その他の資産合計 1,793 1,841

固定資産合計 8,988 10,123

資産合計 13,173 15,175
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 950 1,197

短期借入金 1,645 1,894

未払法人税等 46 154

賞与引当金 31 135

その他 522 603

流動負債合計 3,197 3,986

固定負債

長期借入金 4,296 5,479

退職給付引当金 1,090 1,116

特別修繕引当金 199 130

固定資産圧縮未決算勘定 258 -

その他 112 102

固定負債合計 5,957 6,829

負債合計 9,154 10,815

純資産の部

株主資本

資本金 1,100 1,100

資本剰余金 693 693

利益剰余金 1,986 2,291

自己株式 △8 △8

株主資本合計 3,771 4,076

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 91 98

その他の包括利益累計額合計 91 98

少数株主持分 156 184

純資産合計 4,018 4,359

負債純資産合計 13,173 15,175
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高

海運業収益 6,742 7,058

その他事業収益 2,178 2,195

売上高合計 8,920 9,253

売上原価

海運業費用 5,490 5,620

その他事業費用 1,992 2,091

売上原価合計 7,483 7,711

売上総利益 1,437 1,541

販売費及び一般管理費 997 1,033

営業利益 439 508

営業外収益

受取利息 0 1

受取配当金 7 8

持分法による投資利益 - 71

貸倒引当金戻入額 15 13

賃貸料 8 9

その他 25 26

営業外収益合計 57 130

営業外費用

支払利息 16 40

持分法による投資損失 128 -

その他 6 11

営業外費用合計 150 52

経常利益 346 586

特別利益

国庫補助金 49 541

特別利益合計 49 541

特別損失

減損損失 18 -

固定資産圧縮損 49 541

特別損失合計 68 541

税金等調整前四半期純利益 328 586

法人税、住民税及び事業税 215 224

法人税等調整額 △49 △27

法人税等合計 165 197

少数株主損益調整前四半期純利益 162 389

少数株主利益 15 40

四半期純利益 146 349

決算短信 （宝印刷）  2014年11月11日 11時41分 6ページ （Tess 1.40 20131220_01）

k-horiguchi2
東海ロゴ




東海汽船株式会社(9173) 平成26年12月期 第３四半期決算短信

7

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 162 389

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 49 6

持分法適用会社に対する持分相当額 0 0

その他の包括利益合計 49 7

四半期包括利益 211 396

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 195 356

少数株主に係る四半期包括利益 16 40
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　 （継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

　 （セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２

海運

関連事業

商事

料飲事業

レストラン

事業

ホテル

事業

旅客自動車

運送事業
合計

売上高

　外部顧客への売上高 6,742 1,020 712 239 206 8,920 - 8,920

　セグメント間の

　内部売上高又は振替高
27 131 2 0 6 167 △167 -

計 6,769 1,151 714 240 212 9,088 △167 8,920

セグメント利益 756 73 19 18 10 879 △439 439

（注）１ セグメント利益の調整額△439百万円には、セグメント間取引消去△2百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△436百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２

海運

関連事業

商事

料飲事業

レストラン

事業

ホテル

事業

旅客自動車

運送事業
合計

売上高

　外部顧客への売上高 7,058 1,066 774 178 176 9,253 - 9,253

　セグメント間の

　内部売上高又は振替高
29 158 2 0 10 200 △200 -

計 7,087 1,224 776 178 187 9,454 △200 9,253

セグメント利益

又は損失（△）
889 71 15 △7 △15 952 △443 508

（注）１ セグメント利益又は損失(△)の調整額△443百万円には、セグメント間取引消去△7百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△436百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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